
トータルメディア開発研究所・凸版印刷

次第 内容 検討のポイント 第1回 第2回 第3回 備考
●前提条件の整理

現状分析と課題整理
・子どもや教育を巡る社会状況（潮流）の整理
・福山市の現状の整理

〇

類似都市・類似施設調査 ・類似都市、類似事例についての調査分析 〇

子ども未来館整備における視点
・以上の調査より、子ども未来館整備において必要な視点（コンセプト策定に
必要な与件）、事業の方向性を整理

各委員の専門領域、知見にもと
づく事業の方向性に関する妥当
性や過不足に対する協議

〇

アンケート素案配布 ８月実施予定のアンケート項目 ご意見は後ほどメールで集約 〇

市民意見の収集
・市民懇話会、アンケート等の整理
　　および市内企業ヒアリングの内容等

市民ニーズの共有
〇

具体手法、時期につ
いては継続して検討
中。

●事業の方針

子ども未来館の基本理念 ・基本理念（コンセプト）案 基本理念の妥当性に対する協議 〇

子ども未来館の基本機能 ・基本機能（例：展示、教育普及、市民の活動の場、等）案 〇
ターゲットと利用想定 ・メインターゲットの設定と多様なターゲットの利活用想定 〇

テーマ設定
・取り扱うテーマ案
（例：宇宙、生命、くらし、自然、、等の
　科学をベースにした切り口を提示）

〇

●管理運営についての検討 ○
管理運営の基本方針 ・基本計画で検討すべき項目について触れる 〇
管理運営体制 ・基本計画で策定すべき体制（主に必要な部門や人材）を検討 〇

管理運営方式 ・事業方式の検討（民間活力導入手法の整理） 〇

●整備の方針

施設整備の基本方針
・施設イメージとゾーニング（ゾーン構成）案
・ゾーン構成図とバックヤード含めた必要諸室（機能）
　の整理

〇

整備予定地について
・施設の建設予定候補地の整理と分析
　（メリット・デメリット）

〇

事業スケジュール ・事業全体のスケジュール案 〇

予定地の検討状況、
条件によっては上記
管理運営と共に議論
を行う。

子ども未来館基本構想　検討委員会における各議題

現状の課題認識と先進事例情報
にもとづく基礎知識の共有

管理運営方式に関するメリッ
ト・デメリットの共有および、
体制構築に関する助言

整備方針、規模や立地に対する
課題や有用性に関する意見交換

基本機能やテーマの過不足や優
先度に関する助言
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福山市子ども未来館 現状調査資料
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１．全国の動向

1-1 全国的な人口の動向（少子化をめぐる現状）
（１）総人口と人口構造の推移
（２）世界と比較して年少人口割合が小さい日本
（３）日本の出生数及び合計特殊出生率の推移
（４）世界と比較してた日本の合計特殊出生率の動き

1-2 全国的な理科教育についての現状
（１）国際数学・理科教育動向調査（TIMSS） に現れる日本のこどもたちの傾向
（２）日本のこどもたちの理科への意識
（３）TIMSS調査結果を踏まえた文部科学省の施策

1-3 近年の理科教育の潮流
（１）学習指導要領の改訂
（２）STEAM教育について
（３）小学校プログラミング教育について
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1-1.全国的な人口の動向（少子化をめぐる現状）

（１）総人口と人口構造の推移

〇総人口は減少し、少子高齢化が進むと予想されている。
→日本の総人口は2019年調べで、１億2,617万 人【年少人口（０～14歳） 1,521万人（ 12.1％ ）、生産年齢人口（15～64歳） 7,507万人（ 59.5％ ）、
65歳以上人口3,589万人（ 28.4％ ）】となっており、2053年には１億人を割る見込みとなっている。

（２）世界と比較して年少人口割合が小さい日本

〇世界全域の年少人口割合（国連推計）は、 26.2％であるが、我が国の総人口に占める年少人口の割合は、12.1％と世界的に見ても小さくなっている。

参照：令和２年版少子化社会対策白書（https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/measures/w-2020/r02pdfhonpen/r02honpen.html）

●諸外国における年齢（３区分）別人口の割合●日本の総人口及び人口構造の推移と見通し
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（３）日本の出生数及び合計特殊出生率の推移

〇日本の年間の出生数・合計特殊出生率はともに減少傾向にある。

（４）世界と比較した日本の合計特殊出生率の動き

〇アジアと比較すると日本の合計出生率は相対的に高く推移しているが、欧米と比較すると日本の合計特殊出生率は低い。
欧米諸外国との差は、少子化対策に関する現金給付や現物給付を通じた家族政策全体の財政的な規模が小さいことが一因であるとされている。

１-1.全国的な出生率の動向（少子化をめぐる現状）

参照：令和２年版少子化社会対策白書（https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/measures/w-2020/r02pdfhonpen/r02honpen.html）

●出生数及び合計特殊出生率の年次推移 ●諸外国・地域の合計特殊出生率の動き
（アジア）

●諸外国・地域の合計特殊出生率の動き
（欧米）

3

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/measures/w-2020/r02pdfhonpen/r02honpen.html


1-2.全国的な理科教育についての現状

2019年（平成31年）国際数学・理科教育動向
調査（TIMSS） が実施され、その結果を文部
科学省が発表。
この調査結果により、理科の学力(到達度)や学
習意識に着目することで、科学分野に対する子
どもたちの理解や意識の状況を把握することが
可能になる。

※国際数学・理科教育動向調査（TIMSS）
●国際教育到達度評価学会（ＩＥＡ）が、児童生徒の算数・数学、理
科の教育到達度を国際的な尺度によって測定し、児童生徒の教育上の
諸要因との関係を明らかにするため、学習到達度と児童・生徒の学習
環境条件等の諸要因の関係分析を目的に、世界中の子どもたちを対象
に1995年から4年ごとに実施されている(日本では小学4年生と中学2年
生が対象)。
●2019年調査には、小学校は58か国・地域、中学校は39か国・地域が
参加。
●日本では、IEAの設定した基準に従い、小学校4年生約4200人（147
校）、中学校2年生約4400人（142校）が参加。

（１）国際数学・理科教育動向調査（TIMSS）に現れる日本のこどもたちの傾向

〇教科の平均得点について
→小学校・中学校いずれも、引き続き高い水準を維持しているが、2015年（平成27年）調査に比べ、小学校理科においては平均得点が低下している。

〇質問紙調査について
→小学校理科について「勉強は楽しい」と答えた児童の割合 は、引き続き国際平均を上回っているが、中学校理科について「勉強は楽しい」と答えた
児童・生徒の割合は、国際平均を下回っている。小学生と中学生で学校の理科教育の楽しさに乖離が見られる。 ※p.5参照

参照：国際数学・理科教育動向調査（https://www.mext.go.jp/content/20201208-mxt_chousa02-100002206-1.pdf）

●平均得点の推移 ●習熟度別の児童の割合の経年変化（小学校）

●習熟度別の生徒の割合の経年変化（中学校）
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1-2.全国的な理科教育についての現状

（２）日本のこどもたちの理科への意識

〇理科教育への興味・関心には小学生と中学生で差があり、学年が上がるにつれて理科が得意科目だというこどもの割合は低下している。
→小学校の理科教育と中学校の理科教育に乖離がある。

〇国際平均値と比較する中学生が「理科を勉強すると、日常生活に役立つ」「理科を使うことが含まれる職業につきたい」と回答する割合が低い。
→理科と日常生活と関わりが少ない。

参照：国際数学・理科教育動向調査（https://www.mext.go.jp/content/20201208-mxt_chousa02-100002206-1.pdf）

●理科に関するアンケート調査結果
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（３） TIMSS調査結果を踏まえた文部科学省の施策

〇新学習指導要領では、理科教育については関心を高めるために日常生活や社会との関連が重視されている。
→自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究する学習を充実させることが求められている。

1-2.全国的な理科教育についての現状

参照：国際数学・理科教育動向調査（https://www.mext.go.jp/content/20201208-mxt_chousa02-100002206-1.pdf）

１．新学習指導要領の着実な実施等
文部科学省において、TIMSS調査結果における各課題に対応した新学習指導要領の着実な実施とともに、各種施策を推進し、教育委員会・学校・教職員の取組を支援。
（１）主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善により、児童生徒に学習する意義を実感させたり、 情報を精査して考えを形成させたり、問題を見いだして解決策を考えさせたりすることを
重視した学習を充実できるよう、好事例の蓄積や情報提供などによる支援を実施。
（２）理数教育の充実 ＜理科＞
・自然の事物・現象に進んで関わり、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈するなどの科学的に探究する学習を充実。

・理科を学ぶことの意義や有用性の実感及び理科への関心を高める観点から、日常生活や社会との関連を重視。
（３）情報活用能力の確実な育成 情報活用能力を学習の基盤となる資質・能力として位置付け、教科等横断的に育成することとし、学 校での学習活動におけるコンピュータ等を活用した学習、小学
校段階からのプログラミング教育、情報 モラル教育等の充実。
（４）全国学力・学習状況調査も活用した指導の充実 全国学力・学習状況調査の結果等により、児童生徒の学習状況を把握した上で、知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題
解決のための構想を立て、実践して改善する力を育 成する指導の充実。

２．学校における環境整備の加速化に向けた取組の推進
（１）学校のICT環境整備の加速化と少人数による指導体制の検討
・「ＧＩＧＡスクール構想の実現」として、一人一台の学習用コンピュータ、学校内の全教室の高速かつ 大容量の通信ネットワーク、緊急時における家庭でのオンライン学習環境の整備、ＧＩＧＡ
スクールサ ポーターの配置等を推進。
・一人一台端末の活用等による児童生徒の特性・学習定着度等に応じたきめ細かな指導の充実等、 学校におけるＩＣＴ活用の効果を最大化する少人数による指導体制の計画的な整備について検討。

（２）理科教育に係る設備整備等 児童生徒が主体的に学習に取り組み学習意欲を育むことにつながるよう、観察・実験の充実を図って いく観点から、理科教育のための設備整備や観察実験アシスタ
ントの配置の支援などを推進。
（３）小学校高学年からの教科担任制の導入（令和４年度目途）の検討 ・義務教育９年間を見通した指導体制の構築、教科指導の専門性を持った教師によるきめ細かな指導の充実、教師の負担軽減
等の観点から導入を検討。 対象教科は、グローバル化・ＳＴＥＡＭ教育充実の要請を踏まえ、例えば外国語・理科・算数。
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1-3.近年の理科教育の潮流

参照：文部科学省 学習指導要領（https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1383986.htm）

●学習指導要領改訂の考え方

（１）学習指導要領の改訂

〇社会構造の変化などを背景に、小学校では2020年度、中学校では2021年度、高等学校では2022年度から新しい学校指導要領が始まっている。
学校で学んだことが、明日、そして将来につながるように、子供の学びが進化している。

→何ができるかを明確にし、①知識及び技能、②思考力、判断力、表現力等、③学びに向かう力、人間性等の三つの柱で再整理
→どのように学ぶかを重視し、主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）の視点から授業を改善
→何を学ぶのか、新しい時代に必要となる、プログラミング教育、理数教育の充実などを重視した教育内容

●新しい学習指導要領に込められた思い ●新しい学習指導要領の理念

社会に開かれた教育課程
３つのポイント

よりよい学校教育を通じて
よりより社会を創るという目標を

学校と社会が共有します。

これからの社会を創り出していく
子供たちに必要な資質・能力が

何かを明らかにし、
それを学校教育で育成します。

地域と連携・協働しながら
目指すべき学校教育を実現します。
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（２）STEAM教育について

〇これからの社会における求められる人材像、学びの在り方
→これから技術が発展し、様々なコトやモノが世界規模で動き、影響しあう「Society 5.0」という変革期を迎えている現代社会において、
国が考えている教育政策としては、STEAM教育の推進、総合的な探求の時間、理数教育等における問題発見・解決的な学習活動の充実
などが求められている。

1-3.近年の理科教育の潮流

参照：Society 5.0 に向けた人材育成～社会が変わる、学びが変わる～
（https://www.mext.go.jp/component/a_menu/other/detail/__icsFiles/afieldfile/2018/06/06/1405844_001.pdf）

●「Society5.0にむけた人材育成 ～社会が変わる、学びが変わる～」
文部科学省（平成30年）

●技術の進展に応じた教育の革新（抄）（令和元年５月 17 日教育再生実行会議提言）

（３）高等学校時代
思考の基盤となる STEAM 教育を、すべての生徒に学ばせる必要がある。こうした中で、より多くの優れ
た STEAM 人材の卵を産みだし、将来、世界を牽引する研究者の輩出とともに、幅広い分野で新しい価
値を提供できる数多くの人材の輩出につなげていくことが求められている。

（１）Society5.0 で求められる力と教育の在り方
国は、幅広い分野で新しい価値を提供できる人材を養成することができるよう、初等中等教育段階におい
ては、STEAM 教育（Science, Technology, Engineering, Art, Mathematics 等の各教科での学習を実社会
での問題発見・解決にいかしていくための教科横断的な教育）を推進するため、「総合的な学習の時間」
や「総合的な探究の時間」、「理数探究」等における問題発見・解決的な学習活動の充実を図る。その際、
各発達段階において、レポートや論文等の形式で課題を分析し、論理立てて主張をまとめることも有効で
ある。そのため、国は、カリキュラム・マネジメントの視点を踏まえ、人材活用も含め産学連携や地域連
携による STEAM 教育の事例の構築や収集、モデルプランの提示や全国展開を行う。また、グローバルな
社会課題を題材にした、産学連携 STEAM 教育コンテンツのオンライン・ライブラリーを構築する。

●「未来の教室ビジョン」・「『未来の教室』とEdTech研究会 2次提言」
経済産業省（令和元年）

３つの柱として、「学びの STEAM 化」「学びの自立化・個別最適化」「新しい
学習基盤づくり」を掲げられている。

8



（３）小学校プログラミング教育について

〇市町村教育委員会における小学校プログラミング教育に関する取り組み状況等調査
→小学校プログラミング教育の実施に向けて、約９３％の教育委員会が、「令和元年度末までに各校１人以上の教員に実践的な研修を

実施済み・実施予定」、「教員が授業の実践や模擬授業を実施済み・実施予定」と回答している。
一方で、約７％の教育委員会においては、最低限必要と考えられる指導体制の基礎が整っていないと回答している。

→都道府県ごとの集計値を比較すると、最高で１００％、最低で約７４％とばらつきが見られる。
広島県は全国平均を下回っている。

1-3.近年の理科教育の潮流

参照：文部科学省プログラミング教育の手引き（https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1375607.htm）

令和元年度 市町村教育委員会における小学校プログラミング教育に
関する取り組み状況等調査の結果

令和２年度から小学校プログラミング教育が必修となるにあたり、各
学校において、令和元年度中に、その円滑な実施に向けて最低限必要
と考えられる指導体制の基礎（※）が整えられているかなど、準備状
況・予定について把握するために文部科学省が調査を実施。

対象：小学校を設置する全市町村教育委員会
（特別区、学校組合含む。悉皆調査）

調査時点：令和元年11月1日
質問項目の概要：
問１ 教育委員会等主催の研修の実施状況・予定【選択】
問２ 校内研修等の実施状況・予定【選択】
問３ 授業や模擬授業の実施状況・予定【選択】
問４ 問１～３全体を通した準備状況・予定【選択】
問５ その他、プログラミング教育を実施できる体制が整っている・整
える予定である場合について【自由記述】
※ 教育委員会が令和元年11月1日までに実施したこと・把握している
こと／令和元年度末（令和2年3月末）までに実施する予定・把握して
いる予定を回答。

●全国の集計 ●都道府県別の集計

広島県
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https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1375607.htm


２．福山市について

2-1 福山市における人口の動向（少子化）
（１）福山市の総人口
（２）人口の年齢構成
（３）福山市における合計特殊出生率の推移

2-2 福山市の地勢について
（１）福山市地勢の特徴
（２）福山市及び周辺の地域・都市圏について
（３）福山市及び周辺地域の科学館及び科学に関する博物館・プラネタリウムについて

2-3 福山市の教育の取り組み
（１）福山市の教育方針の流れ
（２）福山市におけるイエナプランの取り組み
（３）福山市のこどもへの学習状況のアンケート内容

2-4 福山市の産業について
（１）福山市の産業の特徴
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（１）福山市の総人口

〇福山市の総人口は2010年をピークに減少傾向にある。
→2010 年（平成 22 年）国勢調査では461,357 人となっており、これをピークに減少に転じ、2040 年（平成 52 年）には 389,797 人と 40 万人を下回り、

2060 年 （平成 72 年）には 315,241 人まで減少すると見込まれている。 （国立社会保障・人口問題研究所による将来推計）

（２）人口の年齢構成

〇少子高齢化が進行しており、今後も同じ傾向が続くと考えられる。
→年少人口（15 歳未満）と生産年齢人口（ 15 ～64 歳）は共に減少傾向にある一方で、65 歳以上の高齢者と高齢化率は大きく増加している。人口全体
では年少人口、生産年齢人口は引き続き減少するとともに、65 歳以上の高齢者も、2040 年（平成 52 年）から減少を始め、人口減少が加速化すると見込
まれている。一方で、高齢化率は、高い水準のまま推移することが見込まれている。 （国立社会保障・人口問題研究所の推計）

2-1.福山市における人口の動向（少子化）

参照：福山市人口ビジョン2015（https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/uploaded/life/55417_121066_misc.pdf）

福山市人口ビジョン

人口の現状を分析し、人口に関する住民の認識
の共有化に努めるとともに、人口の将来展望を
示すビジョン
（内容）
「福山市総合戦略」において、市民が夢と希望のもてる、活力と魅力
ある地域づくりに向けて効果的な施策を企画立案する上で基礎となる
ことを十分に認識して策定されている。 人口ビジョンの策定において
は、国の長期ビジョンや広島県の人口ビジョンを勘案し、今後の人口
の変化が地域の将来に与える影響についても分析・考察を行うものと
している。

（対象期間）
2060 年 （平成 72 年）まで。

●人口総数の推移 ●年齢三区別人口の推移
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2-1.福山市における人口の動向（少子化）

参照：福山市人口ビジョン2015（https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/uploaded/life/55417_121066_misc.pdf）

（３）福山市における合計特殊出生率の推移

〇全体数は減少傾向にあるものの、広島県内では６番目に高い水準となっている。

→合計特殊出生率：2008 年（平成 20 年）からの５年平均では 1.71 となっており、広島県平均の 1.54 を大きく上回っている。 これは、県内で６番目の
高い水準であり、特に都市部の中では突出して高い。

→合計特殊出生率の推移：一貫して、国、県を上回っているものの、国、県と同様 に 2007 年（平成 19 年）まで大きく低下している。 2003-2007 年から
2008-2012 年は、国、県を上回る割合で合計特殊出生率が増加しているものの、この間の出生数は横ばいであることから、子どもを生む女性の数
そのものが減っていることが考えられる。

●県内市町村との合計特殊出生率比較
（2008年（平成20年）～2012年（平成24年))

●合計特殊出生率の推移●出生数、死亡者数、転入数、転出者数の推移
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https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/uploaded/life/55417_121066_misc.pdf


2-2.福山市の地勢について

（１）福山市地勢の特徴

〇南部は瀬戸内海、北部は中国山地に面しており、多様な自然環境がある。芦田川周辺では農業、南部では水産業が行われている。
〇かつては鉱山があった。（大谷鉱山 ・山南銅山 ・大豊銅山・勝負銅山・田壕銅山・本郷町の炭田）
〇福山には北部の丘陵地帯に標高５００ｍを超える山が，沼隈半島には，４００ｍ級の山があり、芦田川水系など５つの水系の川が集まっている。
〇南部には瀬戸灘（備後灘）が広がり、離島（仙酔島、横島、宇治島、田島（最大）、矢ノ島、袴島、走島）も存在している。

（２）福山市及び周辺の地域・都市圏について

〇合併によって、市内には様々な文化圏が混在。北部地域・北東地域・東部地域・中央地域・西部地域・南部地域と特徴ある６つの文化圏に分類される。
〇備後都市圏圏と呼ばれる圏域が広島県府中市・尾道 市・神石高原町・世羅町、岡山県南西部の笠岡市・井原市に広がる。

●山間部の天然記念物
上原谷石灰岩巨大礫（山野町）

●沿岸部の天然記念物
仙酔島の海蝕洞と仙酔の岩脈（鞆町）

●地域別の人口推移と人口増加率

●年齢構成比
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参照：福山市HP 上原谷石灰岩巨大礫（かみはらだにせっかいがんきょだいれき）（https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/soshiki/bunka/64183.html）
福山市HP 仙酔層と岩脈（せんすいそうとがんみゃく）（https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/soshiki/bunka/64084.html）
福山市都市マスタープラン（https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/uploaded/attachment/5487.pdf）

https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/uploaded/attachment/5487.pdf


（３）福山市及び周辺地域の科学館及び科学に関する博物館・プラネタリウムについて

〇岡山県と広島県の両県には科学館及び科学に関する博物館・プラネタリウムが存在しているが、
福山市には科学に触れる教育施設がない。

2-2.福山市の地勢について

●１

●２

●３

●４

●５

●６

●７

●８

●９
●10

●１

●２
●３

●４

●５
●６

●８

●1０

●９

●７
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所在地（県） 所在地（市町村） カテゴリー 番号 施設名

広島県

三原市 宇宙・天文 ① 三原市宇根山天文台

広島市

生物（人体） ➁ 広島市健康づくりセンター健康科学館

宇宙・天文
科学の基礎原理 ③ ５-daysこども文化科学館

気象 ④ 広島市江波山気象館

自然、生物（昆虫） ⑤ 広島市森林公園こんちゅう館
東広島市 宇宙・天文 ⑥ 東広島天文台

呉市 宇宙・天文 ⑦ 呉市かまがり天体観測館

廿日市市 宇宙・天文 ⑧ 山女WOODONEプラネタリウム

三次市
宇宙・天文 ⑨ ジミー・カーターシピックセンタープラネタリウム館

宇宙・天文 ⑩ 弘法山こども天文台

岡山県

笠岡市 生物（カブトガニ） ① 笠岡市カブトガニ博物館

井原市
宇宙・天文 ➁ 美星スペースガードセンター展示館
宇宙・天文 ③ 美星天文台

倉敷市

宇宙・天文
科学の基礎原理 ④ ライフパーク倉敷科学センター

生物（昆虫） ⑤ 倉敷昆虫館
生物・自然 ⑥ 倉敷市立自然史博物館

岡山市
古生物 ⑦ 日本化石資料館

古生物 ⑧ 岡山理科大学恐竜学博物館
浅口市 宇宙・天文 ⑨ 岡山天文博物館

岡山市 宇宙・天文
科学の基礎原理 ⑩ 人と科学の未来館サイピア

：広島県

：岡山県

：福山市

：備後圏域

※備後圏域

※備後圏域



2-3.福山市の教育の取り組み

（１）福山市の教育方針

〇「学びが面白い！」の深化に向け，４つの柱で取組を進めている。

→主体的・対話的で深い学び 子どもたちの学びを促すカリキュラムの編成・実施、「学ぶ過程」の評価
→多様な学びの場の提供 子ども一人一人の個性や多様性を大切にした教室以外の学びの場の整備
→学びをつくる教職員研修 ファシリテーションスキルとＩＣＴスキルの向上
→元気・笑顔で学び続ける教職員 校務の情報化，教職員が健康でやりがいを持って勤務できる環境づくり

２０１６ ２０１７ ２０１８ ２０１９ ２０２０

●福山100NEN教育
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参照： 福山市教育長報告資料（https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/uploaded/attachment/140561.pdf）
福山市HP 福山市の学校再編計画（https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/kyoiku/117833.html）

２０２１

仕組みづくり 「子ども主体の学び」づくり

●ESD観点

https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/uploaded/attachment/140561.pdf


イエナプラン

オルタナティブ教育の1つとして知られる。
ドイツの教育学者であるペーター・ペーターセンが創始し、1960年代ごろからオランダで広まった。
現在オランダでは、イエナプラン教育を展開する小学校が200校以上ある。
●特徴：独自の教育コンセプト「20の原則」の下、異年齢集団で活動する。対話・遊び・仕事（学習）・催し（行事）という4つの活動を通じて、
1人ひとりの個性を尊重しながら自律と共生を学んでいく。近年、日本でも活動を取り入れる学校や塾があり、教育に関心の高い保護者からも期待を集めている。
●日本での取り組み：
・１例目 私立 長野県 大日向小学校
・２例目 公立 福山市立常石ともに学園（2022年4月開校予定）

2-3.福山市の教育の取り組み

（２）福山市におけるイエナプランの取組

〇２０２２年４月，イエナプラン教育校「常石ともに学園」開校予定
〇２０～２１年度，常石小学校で教育実践，官民協力し開校準備

→異年齢集団（１～３、４～６年生）を編成し、対話・遊び・学習・行事等の４つの活動を基本に、個々の違いを大切にする。
→通学区域は市内全域とし，市外からの通学も可能とする。

●異年齢で話し合う●自由な学習場所
学習場所は自由に選べ
る。教室は「居心地の
よいリビングルーム」
というコンセプトで物
の配置や装飾を子ども
たち自身が行っている
が、その中のどこにい
てもいいし、廊下など
別の場所で勉強しても
構わない。

自分で計画したり、異
年齢で意見交流したり
しながら学ぶ。
地域や科学・技術など
をテーマに、異年齢で
探究する。

●常石小学校のある一日の日課表
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参照：福山市HP 【終了】【イエナプラン教育（常石小）】 オープンスクール・学校説明会を開催します！
（https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/kyoiku/200605.html）
常石小学校HP 学校要覧（http://www.edu.city.fukuyama.hiroshima.jp/shou-tsuneishi/img/RE2020_Gakkou_Yoran.pdf）

https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/kyoiku/200605.html


2017 年（平成 29 年）７月に行われた、福山市子どもの生活実態調査報告書に記載されている、市内の子どもの学習状況に関するアンケート結果。

※福山市子どもの生活実態調査報告書
●調査の目的： 本調査は，子どもの生活状況の実態や家庭の状況，生活環境についての意識やニーズなど を把握し，今後の子どもの貧困対策における，
効果的な支援のあり方を検討するための基礎 資料とすることを目的として実施した。
● 調査対象者 ：小学５年生とその保護者，中学２年生とその保護者
●調査方法 学校を通じた配付・回収 調査票は「小学生票」「中学生票」（以下「子ども票」と表記）及び「小学生保護者」「中 学生保護者」（以下「保
護者票」と表記）で構成され，学校を通じて配付した。子ども票と 保護者票はそれぞれ無記名で記入の上，各々個別の封筒に入れ封かんした後，さらに
世帯用 の封筒に入れたものを，学校を通じて回収。

2-3.福山市の教育の取り組み

（３）福山市の子どもへの学習状況のアンケート内容

〇理科が得意科目であるかを問うアンケート
→理科を得意だと答えた子どもの割合は小学５年生では37.6%であるのに対して、中学２年生では20.7％と減っている。
学年が上がるにつれて理科への苦手意識を感じる生徒の割合が増えている。

〇授業が分からなくなった時期についてのアンケート
→小学校５年生の回答では、理科の授業が始まる小学校３年生のスタート時点で躓いている割合も高くなっている。中学２年生の回答と合わせると小学校
高学年～中学への進学時に授業が分からなくなる割合が高い。

→生活環境の変化により日常生活の中で理科への関心が補強されなくなっていること、学年が上がるにつれて理科にも数式が使われ、
内容が難解になることが原因として挙げられる。

参照：2018年度 福山市子どもの生活実態調査報告書（https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/uploaded/attachment/105096.pdf）
理科離れの動向に関する一考察-実態及び原因に焦点を当てて-(https://www.jstage.jst.go.jp/article/jssej/39/2/39_114/_pdf)

●理科が得意科目であるかを問うアンケート ●授業が分からなくなった時期ついてのアンケート
（小学５年生の回答）

（中学２年生の回答）

37.6%
62.4%

得意と回答 得意と回答していない

20.7%

79.3%

得意と回答 得意と回答していない
（小学５年生の回答） （中学２年生の回答）
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https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/uploaded/attachment/105096.pdf


2-4.福山市の産業について

（１）福山市の産業の特徴

〇福山市の「オンリーワン・ナンバーワン企業」は高い技術力を有している。

→主産業は第２次産業である。かつては鉄鋼業１本であったが、現在は電子部品・デバイスも含めた２本軸に変化。（鉄鋼（JFEスチール）/電子部品・
デバイス（シャープ、三菱電機）

→電子部品・デバイス以外で絶対優位な産業は、電気機械、ガス・熱供給業、運輸・郵便業、教育。 得意で、かつ、域外から稼ぐ産業は、鉄鋼、電気機械、
運輸・郵便業、保健衛生・社会事業、繊維製品、その他のサービス、教育、印刷業となっている。

→「運輸・郵便業」→「鉄鋼」→「電気機械」→「電子部品・デバイス」等、特に川上産業から川下産業まで市内の産業間取引が活発。

●福山市の地域経済循環構造（稼ぐ力）について ●福山市の地域経済循環構造
（特異な産業と域外から稼ぐ産業）について

●福山市の地域経済循環構造
（影響力係数と感応度係数）について

参照：令和元年度新たな広域連携促進事業 成果報告書 福山市 びんご圏域経済循環促進策検討業務（https://www.soumu.go.jp/main_content/000679271.pdf）
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https://www.soumu.go.jp/main_content/000679271.pdf


福山市子ども未来館 ミッションシート

2021.07.19 トータルメディア開発研究所・凸版印刷

資料３



福山市子ども未来館　調査結果まとめ

自ら課題を発見し
解決できる能力

個人の尊重や
成功体験の積み重ねに
よる自己肯定感

常識にとらわれない
アイデアを生み出す力・

企画力

身につくスキル・感性
小学生～中学生

● 「子ども」未来館である以上，ターゲットは若者。
● メインターゲットは，いろいろな意見をしがらみなく
　 吸収できる小・中学生。

メインターゲット

※プロジェクト会議意見抜粋

昨年度報告書

少子高齢化が進み、未来を担う子どもの人口
が年々少なくなっている。

中学にあがると理科に楽しさや得意意識を
抱く子どもの割合が低下する傾向にあり、
日常生活と関連付けることで関心を高める
理科教育が求められている。

社会の変化を受けて求められる学びの在り方も
変化しており、その一つとしてSTEAM教育が
注目されている。また学校でのプログラミン
グ教育の指導体制が十分に整っておらず、
補完する場が求められている。

小学生をメインターゲットしつつも、大人
までを対象とするなど年齢層が幅広くなって
きている。

理科＝科学ではなく、生活とのつながりや
科学的な考え方など幅広い分野を学ぶことが
求められている。

1 1
1

2

2

3

4

2

3

ターゲットの拡大

施設目的の多様化

福山市における人口の動向

福山市の地勢について

福山市の教育の取り組み

福山市の産業について

全国的な人口の動向

全国的な理科教育についての現状

近年の理科教育の潮流

全国の動向 福山市の現状・課題 近年の科学館の潮流

人口減少、少子高齢化が進展している。

科学と身近に接して学べる環境が少ない。

多様な学びの場の提供を進めている。

福山の強みや特徴を発見・認識することが必要。
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施設のミッション / 施設が将来成し遂げるべき使命

施設の目的 / ミッション実現に向けて施設が実施すべきこと

施設のメインターゲット / 誰に対して訴求するか

未来づくり
一人ひとりの興味関心を
深く掘り下げ、福山の未来を

デザインする

次代を担う子どもたちが最新の科学やテクノロジーに触れ、
楽しく学び、そして成長していく場

1
人材育成
次世代を切り拓く

科学的思考と技術力をもつ
人材を育成する

2
科学を好きになる

日常の中の科学技術を
入り口に、体験を通じて
科学に広く親しむ

3
交流促進

科学を接点に、大学・地域・企業
など多様な交流・連携を

促進する

4
地域の魅力訴求
科学やテクノロジーの
視点から福山の魅力を

発信する

5

最新の科学や
テクノロジーに親しむ

自らの考えを形にする
創造力を培う

コミュニケーション力
を育む

地域価値の
再発見を促す

科学的な
思考力を養う

福山市子ども未来館におけるミッション

施設像 / 場としての在り方

子ども（就学前から小・中・高校生）
メインターゲットとなる年齢層をやや広めに設定。
子どもに加えて大学生や大人の参画・利用促進も図る。

２
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